
１．評価結果
 

(1)

(2)

(3)

【基本理念（教育目標）】　未来を切り拓く南砺の人づくり

№ 基本施策 R6評価
【参考】
R5評価 担当課

(1) 自他を尊重し、思いやりと助け合う心の育成 Ｂ Ｂ 教育総務課

(2) 確かな学力の育成 Ｂ Ｂ

(3) 健やかな体の育成 Ｂ Ｂ

(4) 学校教育を支える環境の整備 Ａ Ａ

(1) 生涯学習活動の推進 Ｂ Ｂ 生涯学習

(2) 青少年健全育成活動への支援 Ｂ Ｂ スポーツ課

(3) 社会教育施設の整備・充実 Ｃ Ｃ
※中央図書館
含む

(1) 市民スポーツの推進 Ｂ Ｂ 生涯学習

(2) 競技スポーツの振興 Ｂ Ｂ スポーツ課

(3) スポーツ施設の効率的な運営と設備 Ｂ Ｂ

(1) 未来をひらく子育ち支援 Ａ Ａ こども課

(2) 子育てを担う家庭への支援 Ａ Ａ

(3) 地域や企業における子どもと家庭への支援 Ａ Ａ

(4) 配慮が必要な子どもと家庭への支援 Ｂ Ｂ

(1) 文化芸術創造プランの推進 Ｂ Ｂ 文化・

(2) 文化芸術活動への支援 Ｂ Ｂ 世界遺産課

(3) 文化ホール・美術館等の事業の充実 Ａ Ｂ
※福光美術館
含む

(1) 世界遺産マスタープランの推進 Ｂ Ｂ 文化・

(2) 文化財展示・収蔵施設の機能充実 Ｃ Ｃ 世界遺産課

(3) 文化・歴史遺産の保存と活用 Ｂ Ｂ

(4)　点検評価の経過（教育委員会及び教育委員会点検評価委員会における評価）

　　・令和７年　８月２７日（水）　第５回定例教育委員会

　　・令和７年　９月１２日（金）　教育委員会点検評価委員会

　　・令和７年１０月１７日（金）　第６回定例教育委員会

令和７年度 教育委員会事務の点検評価結果の概要

第２次南砺市教育振興基本計画（令和２年３月策定）の基本施策毎に点検評価を行っ
た。

２０項目の基本施策について、主な指標の達成度と令和６年度における事業の実施状況
を合わせて総合的に評価し、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階に区分した。

  区分　　　Ａ：施策の効果が十分に現れており、順調に推移している。 
       　 　Ｂ：施策の効果は現れており、概ね順調に推移している。 
      　  　Ｃ：施策の効果は現れているが、改善等の取組を要する。 
       　 　Ｄ：施策の効果があまり現れていない。大幅な見直しを要する

評価結果は、Ａが５施策（Ｒ６：４施策）、Ｂが１３施策（Ｒ６：１４施策）、Ｃが２
施策（Ｒ６：２施策）となった。基本施策毎の評価結果は、下記の一覧表のとおり。

基本目標

１．
豊かな人間性を
育む学校教育の
充実

２．
生きがいある暮
らしのための生
涯学習の推進

３．
健やかな心と体
を育む生涯ス
ポーツの推進

４．
子どもが健やか
に育つ環境の充
実

５．
魅力ある文化芸
術活動の振興

６．
文化財の保存・
活用と伝統文化
の継承
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２．教育委員会点検評価委員会の概要

(1)　日　　時 令和７年９月１２日（金）１０：００～

(2)　場　　所 市役所別館三階大ホール　

(3)　出席委員 委員長　宇野　雪江　

委　員　齊藤　晴之　武部　かずえ　大西　正起

（欠席委員なし）

(4)　点検評価委員会による評価結果

　　　教育委員会が提出した「教育委員会事務の点検評価報告書」の基本施策毎の

２０施策の評価結果について、各委員が異議無く了承した。

　【区分】基本施策数：２０施策（Ａ：５施策、Ｂ：１３施策、Ｃ：２施策）

(5)　点検評価委員会における主な質疑と意見

（１）いじめの根絶について

○委員

（２）部活動指導員の配置について

基本施策：健やかな体の育成（点検・評価報告書　２８頁～３０頁）

○委員

（３）チーム担任制について

基本施策：学校教育を支える環境の整備（点検・評価報告書　３１頁～３４頁）

○委員

基本施策：自他を尊重し、思いやりと助け合う心の育成（点検・評価報告書　１８頁～２２頁）

　子どもいじめ防止対策事業について低学年のいじめが全国的に増えてい
るが、低学年の児童はいじめを理解できていなかったり、小さい子どもほ
ど発達のばらつきが出やすかったりするので、そのようなこともいじめに
つながりかねないと保護者に伝え、相談につながるとよいと感じた。ス
クールカウンセラーへの相談件数が減っているという話だったが、南砺市
は保護者や子どもに対する支援が手厚く、様々なところに相談の窓口が設
けられているため学校での相談が減っているのではないか。

　スポーツエキスパートの派遣については記載があるが、今後文化系にも
力を入れてほしい。文化の中でも吹奏楽は割と注目を浴びているが美術分
野は個人的な活動が多いこともあり、取り上げられることが少ないように
感じる。指導者になり得る芸術家、作家が南砺市には多いのでそういった
人材を巻き込んで考えてみてはどうか。

　現在の学校現場は、一学年で一クラスほどの人数しかいない。チーム担
任制により主になって動く先生が一人いれば、他の先生が一緒に見ている
ので手助けすることもでき、その科目の得意な教員に教えられた方が児童
生徒も楽しく授業を受けられる。複数の目で子どもたちを見ることで、子
どもたちの様々な側面が見え、小規模校では学年を超えて関係性を築けて
いる。児童生徒たちも得意な先生と不得意な先生がいる。チーム担任制と
いう制度を子どもたちも理解していれば、悩みがあっても相談しやすく、
教員にとっても児童生徒にとっても良い制度だと感じる。
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（４）スクールバスについて

基本施策：学校教育を支える環境の整備（点検・評価報告書　３１頁～３４頁）

○委員

（５）図書館のイベントについて

基本施策：生涯学習活動の推進（点検・評価報告書　３５頁～４０頁）

○委員

（６）親学び講座について

基本施策：青少年健全育成活動への支援（点検・評価報告書　４１頁～４２頁）

○委員

（７）『こどもの権利』推進について

基本施策：未来をひらく子育ち支援（点検・評価報告書　５１頁～５５頁）

○委員

（８）市民の芸術活動への意識付けについて

基本施策：文化芸術創造プランの推進（点検・評価報告書　６７頁～７０頁）

○委員

　部活動等のために別の学校に行きたいが親の送迎が難しいという声もよ
く聞こえる。学校間を行き来するバスなど子どもだけでも移動できる手段
ができないか。また、いおう教室に通っている子どもたちは自力で通うか
保護者の送迎かだと思うが、今後スクールバスの運行等は考えているの
か。

　一度イベントに参加した人はその後も定期的に参加しているが、新規の
利用者が少ないのは市民に広く知れ渡っていないのではないかと感じる。
周知活動にさらに力を入れてほしい。

　青少年育成講演会開催回数は８支部中半分の実施が目標値であり、これ
までの推移をみていると２回のことが多いが、今後目標値を下げるのか、
どうするのが良いか疑問に感じる。親学び講座が昔からあるが最近は開催
されているのか。今まで行っていたが途中からなくなった地域もあるよう
に思う。講師がなかなか見つからなくなっていること、誰でも講師ができ
るわけではないことが原因の一つではないかと考える。子どもの教育を行
う上で、親も教育されるべきだと実感しており、今とは違う形でも親が学
べるような講座を開催していただきたい。

　人権委員会でも昨年、小中学校や保育園に人形劇をしに行くなどの活動
実績があり、ノウハウもあるため、交流・連携していくともう一段階上の
段階を目指せるかと思う。

南砺市には利賀の舞台芸術やスキヤキ・ミーツ・ザ・ワールドなど音楽や
芸術を通じて地域を活気づける取り組みが継続的に行われており大変評価
が高い。特に利賀の舞台芸術は今年５０周年ということもありメディアに
取り上げられ、日本全国、世界的にも注目を浴びている。地域に根付いた
文化芸術活動を、プロの作家や職人の活動も交えて市民全体にさらに広め
ていく取り組みを期待している。
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担当課 議案書ページ 23

番号 110122 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 1,411 1,411 1,411

令和７年度９月補正予算説明資料

教育総務課

一般会計

財源内訳

財源内訳

五箇山学舎開校準備事業

① 補正の概要 義務教育学校 五箇山学舎開校準備に係る経費を計上するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

令和8年4月の義務教育学校 五箇山学舎の開校式に間に合うよう、五箇山学舎の校歌及び校章
の決定後、速やかに校歌の揮毫及び額装、校章入りの校旗、玄関幕を作成する必要があるため

③ 補正予算（事業）の
内容

五箇山学舎校開校準備事業
・校歌揮毫謝礼、校章デザイン謝礼　　　　２００千円
・校歌額装購入　　　　　　　　　 　　　　　　　２６０千円
・校歌用紙購入　　 　　　　　　　　　　　　　　　４０千円
・玄関幕購入　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５３千円　　
・校章旗　購入　　　　　　　　　　　　　　　　　６５８千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし

10 1 2 補正前の額 補正額 累計

事務局運営費 11,297 1,411 12,708 1,411

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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担当課 議案書ページ 24

番号 110312 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 3,552 3,552 3,552

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 3,058 3,058 3,058

令和７年度９月補正予算説明資料

教育総務課

一般会計

財源内訳

財源内訳

福光中学校ボイラー修繕工事

① 補正の概要 故障している暖房用ボイラーの修繕工事費を計上するもの

② 補正予算計上を
必要とする理由

福光中学校に設置している暖房用ボイラー（H3年設置・34年経過）2台のうち1台がR6年に故障
し、残りの1台も経年劣化で能力を制限して使用している状況である。冬季間は校舎内が寒い状況
が続き、学校生活に支障をきたしているため、修繕するもの

③ 補正予算（事業）の
内容

暖房用ボイラー１台　オーバーホール修繕　　　３，５５２千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし

財源内訳

吉江中学校井戸ポンプ設備修繕
工事

① 補正の概要 故障している井戸ポンプ設備の修繕工事費を計上するもの　

② 補正予算計上を
必要とする理由

吉江中学校に設置している井戸内の揚水管等（H9年設置・28年経過）が破損し、井戸水が出ない
状況である。当該井戸は外水栓や敷地内消雪に使用しているため、修繕が必要であるもの

③ 補正予算（事業）の
内容

井戸水ポンプ設備修繕　３，０５８千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし

10 3 1 補正前の額 補正額 累計

中学校管理費 165,831 6,610 172,441 6,610

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計

　

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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担当課 議案書ページ 24

番号 110331 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 595 595 595 0

令和７年度９月補正予算説明資料

教育総務課

一般会計

財源内訳

財源内訳

富山県エネルギーに関する教育
支援事業

① 補正の概要
6月20日に「富山県エネルギーに関する教育支援事業」に採択されたことを受け、理科教材を購入
するための費用を計上するもの

② 補正予算計上を
必要とする理由

本事業の趣旨である「生徒が観察・実験と日常生活のエネルギー利用を関連づけ、エネルギーの
現状と利活用についての理解を深める」ため、必要な理科教材を購入するもの

③ 補正予算（事業）の
内容

福野中学校２年生の理科の授業で使用する教材の購入
　　・教材消耗品（ミニ風力発電器等）　　４２６千円
　　・教材備品（小型ペルチェ霧箱）　　　 １６９千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：（県10/10）富山県エネルギーに関する教育支援事業費補助金　595千円

10 3 3 補正前の額 補正額 累計

中学校教育振興費 201,561 595 202,156 7,312 ▲ 6,717

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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担当課 議案書ページ 9

番号 110496 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 600 600 600

令和７年度９月補正予算説明資料

生涯学習スポーツ課

一般会計

財源内訳

財源内訳

職員旅費

① 補正の概要
松村謙三顕彰会友好訪中団による中国（紹興・西安・北京）訪問に係る、市事務職員1名、およ
び、松村謙三顕彰会事務局を兼ねている訪中団随行職員1名の計2名の旅費を計上するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

市長を団長とした松村謙三顕彰会友好訪中事業が実施されるため。

③ 補正予算（事業）の
内容

●松村謙三顕彰会（第43次）友好訪中事業
　・日　程　令和7年10月30日（木）～11月6日（木）(7泊8日）
　・訪問先　紹興～西安～北京（中日友好協会表敬訪問）

市事務職員１名、および、訪中団随行職員１名（松村謙三顕彰会事務局兼務）
計２名分の旅費　600千円（＠300千円×２名）

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし

10 4 9 補正前の額 補正額 累計

福祉会館周辺施設管理費 27,839 600 28,439 600

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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担当課 議案書ページ

番号 110441 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

23,471 956 24,427 956

令和７年度９月補正予算説明資料

中央図書館

一般会計

財源内訳

財源内訳

中央図書館照明LED化工事

① 補正の概要 労務費単価改正により工事請負費を増額するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

中央図書館照明LED化工事において、労務費単価改正により予算不足が生じるため、増額補正
するもの。

③ 補正予算（事業）の
内容

・中央図書館照明LED化工事　工事請負費　23,471千円　→　24,427千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし　

10 4 4 補正前の額 補正額 累計

図書館管理運営費 150,226 956 151,182 956

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計

　

8



担当課 議案書ページ 18

番号 13212 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 2,500 2,500 2,500

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 1,000 1,000 1,000

令和７年度９月補正予算説明資料

こども課

一般会計

財源内訳

財源内訳

貸出用遊具購入

① 補正の概要
移動可能な屋内遊具を購入してイベント主催者等に貸与することにより、既存施設の活用や民間
活力による屋内遊び場の設置促進を図る。

② 補正予算計上を
必要とする理由

Ｒ７年３月に策定された総合計画後期アクションプラン及びこども計画の趣旨を踏まえた事業で、
冬季イベント等でも安心して遊ぶことができる機会を提供するため、早期に整備する必要がある。

③ 補正予算（事業）の
内容

備品購入費　2,500千円

＜制度概要＞
　　市が主催・共催・後援する事業の実施者や、地域団体、市内に事業所を有する民間事業者
が、市内で実施するイベント等において、無料の屋内遊び場を設置する場合に、遊具を貸与す
る。

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし

財源内訳

こどもの遊び場遊具整備促進
事業補助金

① 補正の概要
市内に事業所を有する民間事業者がこどもの屋内遊び場を整備する事業に対して市がその経費
を助成することにより、こどもの成長に必要な屋内の遊び場の確保に努める。

② 補正予算計上を
必要とする理由

Ｒ７年３月に策定された総合計画後期アクションプラン及びこども計画の趣旨を踏まえた事業で、
冬季イベント等でも安心して遊ぶことができる機会を提供するため、早期に着手する必要がある。

③ 補正予算（事業）の
内容

負担金補助及び交付金　　1,000千円

＜制度概要＞
　　市内に事業所を有する企業等が、屋内におけるこどもの遊び場（概ね30㎡以上）を設置する場
合に、当該遊具の購入・設置に要する経費の一部を助成する。（限度額：1,000千円、補助率：①
無料の遊び場整備＝1/2、②有料の遊び場整備＝1/4）

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：なし

3 2 1 補正前の額 補正額 累計

児童育成費 98,371 3,500 101,871 3,500

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計

　

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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担当課 議案書ページ 18

番号 132112 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 500 500 250 250

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 110 110 55 55

令和７年度９月補正予算説明資料

こども課

一般会計

財源内訳

財源内訳

こどもの居場所づくり支援事業費
補助金

① 補正の概要
不登校など様々な困難を抱えるこどもが、学校以外の居場所で安心して過ごせるよう、民間団体
における「居場所の開設」を支援する事業に対して補助するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

1団体が困難を抱えるこどもの居場所づくりを立ち上げたことから申請があったもの。

③ 補正予算（事業）の
内容

こどもの居場所づくり支援事業費補助金　500千円
　　　「居場所の開設」に必要となる改修費等に係る経費の支援
　　　１団体　500千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：（県1/2）富山県こどもの居場所づくり支援事業費補助金　250千円

財源内訳

こども食堂事業費補助金

① 補正の概要
食事その他の生活環境が十分でないこどもを地域で支えるこども食堂事業を実施する団体に対
し、事業の立ち上げに要する経費の一部を補助するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

1団体がこども食堂を立ち上げたことから申請があったもの。

③ 補正予算（事業）の
内容

こども食堂事業費補助金　110千円
　　こども食堂立ち上げに必要な経費を支援
　　1団体　110千円

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：（県1/2）富山県こども食堂応援事業費補助金　55千円

3 2 1 補正前の額 補正額 累計

こども家庭センター費 19,119 610 19,729 305 305

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計

　

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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担当課 議案書ページ 24

番号 110466 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 1,144 1,144 1,144

令和７年度９月補正予算説明資料

文化・世界遺産課

一般会計

財源内訳

財源内訳

研修交流棟屋根修繕工事

① 補正の概要 研修交流棟の屋根を修繕するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

利賀芸術公園研修交流棟において、大雪により下屋部分の屋根が破損しため。

●研修交流棟屋根修繕工事
　既存屋根撤去及び鋼板屋根茸き

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：　建物総合損害共済適用予定

10 4 6 補正前の額 補正額 累計

利賀芸術公園管理費 18,989 1,144 20,133 1,144

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計

　

③ 補正予算（事業）の
内容
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担当課 議案書ページ

番号 110451 （単位：千円）

款 項 目

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 4,000 4,000 4,000

令和７年度９月補正予算説明資料

文化・世界遺産課

一般会計

財源内訳

財源内訳

南砺市日本遺産保存活用推進事
業補助金

① 補正の概要 南砺市の日本遺産の構成文化財等の保存及び活用に関する事業に補助金を交付するもの。

② 補正予算計上を
必要とする理由

日本遺産を活用する文化庁補助事業「本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業（ＡＣＥプロ
グラム）」に申請し、採択された事業に対し、日本遺産の保存と活用の観点から補助するもの。

③ 補正予算（事業）の
内容

（一社）ジソウラボ及び日本遺産井波推進協議会によるこれまでの取組が高く評価され、昨年度、
日本遺産井波が重点支援地域に認定された。ＡＣＥプログラムを活用し、日本遺産の活動を推進
する事業に対し補助による支援を実施する。

１）補助金名
　南砺市日本遺産保存活用推進事業補助金

２）補助対象者
　（一社）ジソウラボ

３）補助対象事業及び補助額
 日本遺産の保存と活用に関するACEプログラム採択事業
　・ACEプログラム総合計画策定　  　　　　　　　　
　・地域DMOの設立に向けた人材の確保・育成
　・地域コーディネーター育成　　　　　　　　　　　
　・デジタル技術積極活用　　　　　　　　　　　　 
に対して、4,000千円を補助する。

④ 特記事項
（特定財源等）

財源：　なし　

10 4 5 補正前の額 補正額 累計

文化財保護費 34,490 4,000 38,490 4,000

補正概要（事業名等） 補正前の額 補正額 累計
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　　　　　令和７年１１月１５日（土）
　　　　　14：00開場

日時

演題 　「人生の“ハードル” の楽しみ方」
　　　　～ママアスリート・寺田明日香の挑戦～

【プロフィール】
　小学校４年生から陸上競技を始め、小学校５年生、
６年生ともに全国小学校陸上で２位。高校ではイン
ターハイ同種目史上２人目の３連覇を達成し、３年時
には３冠を達成。高校卒業後にも、日本選手権３連覇、
世界陸上出場、アジア選手権銀メダルなど、数々のタ
イトルを受賞。
　相次ぐケガ・摂食障害などから２０１３年に現役を引
退。陸上競技引退後には、結婚・大学進学・出産を経
て、２０１６年夏に７人制ラグビーに競技転向する形で
現役復帰。２０１８年にラグビー選手を引退し陸上競技
への復帰を表明。復帰後には２度に渡って日本記録
を更新し、東京オリンピックにも出場。

開場 井波総合文化センター（メモリアホール）

【同時開催】１５日（土）・１６日（日）10：00-16：30

・市内小・中学校のふるさと学習発表（15日のみ）

・保育園の子どもたちのステージ発表（15日のみ）

・こども課：こども権利コーナー（こども部会（１５日のみ）

　　　　　　災害時における子どもにやさしい空間（CFS）準備設営研修 （１６日のみ）

・図書館：絵本ライブ開催、絵本ライブに関するワークショップ

　　　　　　なんと勝手に文学賞（１５日のみ）、図書館ボードゲーム紹介（全日）　　　　　
・南砺で暮らしません課：行政相談、なんと未来創造塾（１５日のみ）

　　　　　　男女共同参画推進員南砺市連絡会啓発活動 （１５日のみ）
・ガールスカウト：体験コーナー、活動紹介、クラフトなど

・教育委員会表彰
・生涯学習講座の展示　なんと陶芸講座・木彫りの講座（全日）

・各種団体の活動報告生涯学習連絡協議会、青少年育成南砺市民

会議、市民大学講座、緑の里講座、子ども体験活動（全日）
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